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第 2間 図 1のように断面積 2m コ,巻数 3回のソレノイド(コイル)を固定しておくDコイルの両端には負荷× 1 0×1

_および検流計を直列につなぐO検流計は電流の大きさおよび方向を知ることができ,図 1のaからbへの電流を
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正の向きとする｡コイルの左側のなめらかで水平な床の上に

磁石を置き,コイルの面に垂直に-様な磁場をかける｡コ

イルにおいて右向きの磁束密度β〔 

左右に往復させ,図 2に示すように磁束密度を時間変化させ
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なめらかで水平な床

1
.0×loョ回)(巻数5Sにおいて,磁束密度の時間変化は直線的である｡次の

間いた答えよDただしコイルの抵抗 検流計の内部抵抗 空
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気抵抗および磁石の質量は無視できるものとする｡ 

08.

0.5
時刻〔S〕

09.08.07.06.05.04.
3
0 01


08.

〕S

0. 4
.
時刻〔
 

図 2 図 3
 

5Sの間において,検流計に流れる電流を図 3に
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負荷抵抗で発生するジュール熱の大きさを求めよ｡5Sから00.

〔式と計算〕 
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間 3 磁石をコイルに近づけ,コイルにおける磁束密度が時間とともに増加するとき,磁石には左向きの力が加わる｡コイル

を流れる電流が作る磁場の向きを考慮して,左向きの力が生じる理由を 50字以内で答えよ｡

間 4 磁石をコイルに近づけるとき,磁石に右向きの外力を加えなくてはならない｡この外力のする仕事と負荷抵抗で発生す

るジュール熱にはどのような関係があるかO関係を説明する法則の名前をあげ,50字以内で説明せよ｡
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間 5 時刻 5
02. Sの間に磁石は04.0111移動した｡このときの外力の平均値を求めよ｡
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